








 

研究目的 

 近年の未熟児管理技術の急速な進歩に対して未熟児網膜症の発生が如何なる

道標を示しているか。重症型つまりⅡ型,混合型の発生は減少しているのか。あ

るいはⅡ型が次第に例外的な発生に変りつつあるといわれているが,実際はど

うであるのか。どのような環境及び保育条件が,その例外発生の母地になってい

るかという諸点を明かにする。 


